























































領事局政策課 (2012) によると、2011 年現在、海外に在留する日本人は 1,182,557 人、永住
者数は 399,907 人(全在留邦人数の 33.8%)を数える。イギリス在留者は 63,011 人で、その
半数以上の 36,717 人がロンドンに在住している。そのうち永住者は 12,000 人で、その 8 割
以上がイギリス人男性との国際結婚女性であるという。 
 海外に暮らす新しいタイプの日本人の研究としては、ビジネスマンや駐在員の研究があ







3.1 調査概要  
 2013 年 3 月、ロンドンにて、国際結婚をした日本語話者 10 人に対し半構造化インタビ
ューを行った。ここでは 1960 ～70 年代に離日した女性(以下｢第 1 グループ｣)と、1990 年
以降に離日した 2 人(以下｢第 2 グループ｣)とを比較しながら考察する。前者のほとんどは














 図 1 は 10 人の女性たちの離日年、結婚年、出会った国と年をまとめたものである。64
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年以前に日本国籍を捨てて渡航した TM をはじめ 60 年代に離日した 5 名は、いわば日本
で「見初められ」て海を渡った女性たちである。70 年代に仕事や勉強のために渡航した
NC、EC、MR らは、現地で夫に出会って結婚している。 
 90 年以降に渡英した 2 名の背景となる社会状況は、これとは大きく異なる。80 年代の経
済発展とバブル期を経て、イギリスの日本人数は大きく増加していた。MW は後に夫とな
る男性と 1959 年に出会っていたが、長年務めた造船会社を 55 歳で早期退職した後再会し






















国籍法 84 年改正、85 年施行→母
親も日本国籍を子に与えられる 









  ると、一日話してくるとくったくたに疲れたの覚えてる｛笑｝それも年に 2 回とか 3 回ぐらい
  しかそういうことできなかったから。

  CW：そうですねー。だから、あの頃、あのー、日本人だっていうと、もうそれだけで友達に 
  なっていた。(中略) それだけが理由で、バックグラウンドも知らないでお友達になっちゃっ 
  たから、怖い目に、怖いっていうか、ものすごい裏切られたっていうこともありましたですね。 
 
 一方、第 2 グループが渡英する 90 年代には日本語環境が大きく変化していた。今では、
JSTV に契約すれば日本の TV を 1 日中見ることができ、ロンドンの主要な日本店に置かれ
ているフリーペーパーから情報が得られ、無料に近い電話やメールで日本の家族や友人と
話ができる。日本食をはじめ日本のものはほとんど手に入り、日本語に日常的に触れる機






った。1984 年に法律改正、85 年の施行を経て母親も国籍が与えられるようになり、21 歳
で国籍を選ぶまで日英の二重国籍が可能となった。「女が国際結婚をすると子供は日本人に








   
  MM：日本語はもうお母さんとしか通じないっていうの分かってくるともう英語で話すように 
  なるでしょ。(中略) 日本に子供連れて行って 3 ヶ月ぐらいいると、子供ももう日本語覚えち 
  ゃうのよね。それで覚えちゃうんだけども、ああ、これで上手くいくかなと思って、こっちに  
  連れて来るでしょ？飛行場からもう英語なのよ｛笑｝。 
 
  TM：その頃は、子供が、上 2 人が大きくなったので、日本の補習校に入れてもいいなと思っ 
  たんですよ。ところが、入れないんです。(中略) 補習校は、あー、ちゅう、駐在員の子供で 
  ないと入れなかった。っていうのは日本語が分からない、日本語の話せる人達しか入れなかっ 
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  た。だから入れたかったんですけど、入れなかったんです。 
 
  EC：そうですね。その前はね、その子供を育てるのに、2 つの language では子供が confuse す 
  るとね。ですからそのー、1 つの言葉で教えろと。特に娘は問題があったのでね、もう英語で 
  育ててくださいということでね、もう向こうの病院とかなんかはもうすごくそれを強調しまし 
  た。 
 
  LT：で主人はね、いうんですよ、子供にどうして、あのー日本語教えないかって、だけど、自 
  分であのー英語を、あのー、自分、は、母親自身がね、英語をあのー、勉強、ね、うまく、し 
  ゃべれるように、あのーしてる所に、両方できない人。そうでしょ、(中略) だからーあのー、 
  もちろん、あのー商社の方々なんか、あ日本、子供を、土曜日の学校とか、あのー送ってます 
  よね。だけどそんな余裕なかった。 
 
  CW：あのねえ、6 歳、まで話してたんです日本語。(中略) 全部日本語で、話して、彼女も、 
  日本語で(中略)ベルギーで。そしたら、ある日、とっつっぜん話さなくなったの、どういう 
  わけか。(中略)「どうして日本語話さないの？」って言ったら「シェパ～」とかっていって。 
  「シェパ～」か何が「シェパ～」かと思って。それでー、なんかそのうちにフランス語になっ 




た。第 1 グループはそれを早期に実現させたが、第 2 グループは、日本で長い年月を過ご
した後に日本を去った。そこには若い頃からの夢を実現させたいという思いと共に、日本
で感じ続けた生き辛さがあったようだ。第 1 グループでも 30 歳を過ぎて渡英した MR も
同様である。 
 
  MR：独身の、独身でいつまでも親元に居てっていうと(中略) あの、けっこう、あの、いい 
  年だから、なんとなく居心地が悪くなってきたんです。職場ではそうでもないけどでもなんか 
  ちょっと。 
 
  MW：うん、つってもあたしは、その頃、｛笑いながら｝変な女だったから。突っぱねてまし 
  たけどねえ。(中略) 会ったこともない人の、子供の学校入ったからとかって、義理、義理っ 
  ていうんですか？そういうの。それが多いから。私そういうの、ほんとにしたいだ、人だとし 
  たいと思う、人間ですからね。(イギリスは) そういうのがないしー、まずプライべートの中 
  に入ってこない？のが好きですね。でも夫婦だってそうでしょ？入ってもらいたくないってこ 
  と、あるじゃないですか。だからあたしはやっぱ｛笑いながら｝変わってんですかね。 
 
  KT：あの、年に 1 回、だいたい帰ったときには、親しかった友達とは会いますけれど、やっぱ 
  り、学生時代の友達はあまりいませんね。小学校、中学、高校の友達とは、あのー私も、私自 
  身もいけなかったんでしょうけど、とても嫌な思いをしてますから。(中略) もうー、ね。噂 
  とか。会社に居たときも、そうですよね。今なんかだったらいじめになるのか、あの、パワ、 
  パワハラスメント。 
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  MR：違いっていえないかもしれないですけど、なんとなく、こっち側のもうあの基礎が、こ 
  っち側の雰囲気になっちゃってるので、日本でちょっと暮らしづらいかな。まあ日本に行けば 
  そのように暮らせるでしょうけどね。だから日本のお友達も大事だし、あのーいつまでもお友 
  達でいて欲しいけれども、そう、だからといって日本に帰る気はないですね。 
 
  MM：今でも、今はもうあの、2 年に 1 回ぐらいずつ日本に帰ってくるけどね。余生、それこ 
  そ最期の 5 年ぐらい日本で過ごすかって、それで日本で死ぬかっていう気はあんまりないね。  
  (中略) やっぱりその、日本の古来の、何ってすぐ今例出せないんだけどね、頑なにその日本 
  の狭ーい考えが時々兄の中からか出てきて私はもうそういうのもう卒業してこちらにいるか 
  らね。なにお兄さん、そんなのまだ考えているの？なんていうと、当たり前じゃないかなんて 







  KT：やっぱり日本人の良い所ってあるじゃない？謙虚になって、人に、人のー人のこと思いや 
  るとか、そういう面を大切にしたいと思ってます。そうじゃない人もいますよね。 
 
  RP：あの笑わないでくださいね。(中略) 何人このロンドンというかイギリスにね日本人住 
  んでるのか知りませんけど、多分、40 年もねあのぬか漬けしているのは私ぐらいだと思います。 
 
  RP：お風呂はね、これはもう毎日。＜お皿の泡は？＞もう理屈抜きでちゃんときれいに流して 
  います。<布巾と下着をいっしょに洗えないとかは？＞うん。<靴は脱ぐ?>もちろんです。だい 
  たいスリッパがあるでしょ? 
 
  TM：お風呂に入るんでも私は上と、下と、同じ、あのー、タオルを使いません。昔は母がそ 
  うでしたやはり。身体を使う、タオルですか、と下の方、足とかそういうとこに使うタオルは 





















2 長州五傑とは、幕末期の 1863 年、禁を犯して渡英しロンドン大学で学んで近代日本の礎を作った
伊藤俊輔（博文）をはじめとする長州藩の 5 人をさす。   
 
＜参考文献＞ 
Itoh, K. (2001) The Japanese Community in Pre-War Britain: From Integration to Disintegration.  
Richmond, Surrey: Curzon. 
Sakai, J. (2000) Japanese Bankers in the City of London: Language, Culture and Identity in the 
Japanese Diaspora. London: Routledge. 
朝日祥之（2005-2007）「サハリンに残存する日本語の地位に関する研究」科学研究費補助
金 若手研究(B). 
外務省領事局政策課「海外在留邦人数調査統計 平成 24 年版」 
 http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/tokei/hojin/12/pdfs/WebPrint.pdf (2013.10.1). 
真田信治（2006-2009）「東アジア残留日本語と日本語諸方言の相関に研究」科学研究費補
助金基盤研究(B). 
日本移民学会 http://www.gssm.musashi.ac.jp/research/imin/nenji/2014.html (2013.10.1). 
三宅和子（2014a）「在英日系ディアスポラの言語生活―国際結婚した日本人女性とコミュ
ニティーの形成―」『文学論藻』88, pp.45-63, 東洋大学. 
三宅和子（2014b）「海外における日本語・日本文化の継承はアイデンティティとどう関わ






岩﨑 典子（ロンドン大学 SOAS） 
 
















































 半構造インタビュ (ー各 40 分〜1 時間)は、サムの留学前(2011 年 6 月)，留学中(2012 年 2
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 サムが留学前に日本と聞いて思い浮かぶ言葉として挙げたのは、sushi, sunset, friends で、
留学後は、「夏、居酒屋、友達」であった。サムの焦点は常に対人関係にあり、日本という
国で思い浮かべるのは、日本で接した友人、友人と過ごした場所のようであった。日本人
について留学前に挙げた言葉は、smiling, bowing, friendliness、日本語については kanji, keigo, 
(its) sound だった。留学後は、日本人については「笑顔, 曖昧, 礼儀」を、日本語について
は、「漢字, ひらがな, 曖昧」を挙げた。従って留学後に大きく取り上げられたのは「曖昧」
であった。 




抜粋１I think people say a lot less in Japanese, not necessarily by words, but it’s like if you translated 
exactly word for word what a Japanese person says, it would seem quite vague, I think, to Western. People 
in England and America get very very impatient if they don’t know every piece of information whereas in 
Japan, you can just say something little and I think usually people will, kind of they can guess what you are 
really thinking.  

抜粋 2 I think there are these concepts of honne and tatemae which I am very interested in, and we don’t 
have words for them in English and they do exist and people, maybe it’s similar in some ways to white lies 
I think. But they are, it’s a little bit different. But I think people use them more in Japanese than they do in 
English and maybe in Japanese it is considered as good thing to sometimes cover your emotion to, if it’s 
gonna avoid a fight or avoid conflict, whereas sometimes it’s really generalization but in the West, West 
people might think that even if you have to fight that’s fine, it’s better to have a conflict and then have a 
compromise so that both people get half of what they want, and that doesn’t mean it’s true for everyone but 










































































































2 英国の大学では原則として言語を専攻する学生は 1 年間の留学が必須となっている。 
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 本稿のもととなる調査は、2014 年 1 月より 3 月に東京、神奈川、京都、兵庫で行った。









2.1 事例 1．藤田蘭さんのケース 
































































 ハイさんは、小学校 5 年から中学 3 年まで野球をやった。その野球について「楽しかっ
た」、「地道な努力をしておけば結果が出るのかなってことも学ぶことができました」と語
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